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「税を考える週間」について
11月11日から17日までの一週間は、「税を考える週間」です。

令和７年11月１日〔4〕第199号

　
令
和
７
年
10
月
16
日
（
木
）
、
高
知
市
の
高
知

県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
の
法
人

会
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
青
森
県
連
か
ら
は
10

名
が
参
加
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
よ
さ
こ
い
演

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
一
部
は
、
元

ロ
ー
ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
長
で
、（
一
社
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
会
名
誉
顧
問
の
都
築
富

士
男
氏
に
よ
る
「
変
化
の
時
代
の
経
営
、
危
機
を

チ
ャ
ン
ス
に
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
高
知
県
連 

山
元

文
明
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
全
法
連 

斎
藤
　
保

会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
国
税
庁 

江
島
一
彦

長
官
、
そ
の
他
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

法
人
会
全
国
大
会

第
41
回

　わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
、

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
や
「
租
税
教

育
」
、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

に
資
す
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
普
及
な
ど
、
税
を
中
心
と
す
る
活
動
を
全

国
で
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
へ
貢
献

し
て
い
る
。

　我
が
国
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
緊
急

対
応
で
政
府
が
大
規
模
な
財
政
出
動
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
期
債
務
残
高
が

１
，
３
０
０
兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
さ
ら
に
悪

化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　昨
年
、
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

を
解
除
し
、「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し

た
が
、
今
後
も
金
利
の
上
昇
が
続
け
ば
、
国

債
の
利
払
い
費
も
増
え
て
財
政
を
圧
迫
し
か

ね
な
い
。
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ

り
、
本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　一
方
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に

大 

会 

宣 

言

―

高

知

大

会―

　これは、租税の意義や役割を考え、税務行政に対する知識と理解を深めていただくための取組で、毎年こ

の期間中は、国税局や税務署を中心として、関係民間団体等が連携しながら、税に関する作文の発表などが

行われます。

　「税を考える週間」の歴史は古く、昭和29年の「納税者の声を聞く月間」から始まり、何度かの見直しと改

称を経て、平成16年から現在の名称になっています。

　国税庁ホームページには、「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページが設けられ、国税庁の

各種取組について紹介されています。

　税は、私たちの生活に欠かすことのできない道路、上下水道などのインフラ整備、警察・消防、教育、社

会保障などの充実した公共サービスを行うための大切な財源です。

　また、大雨や地震などの自然災害で被災した施設などの復旧にも税が使われています。

　この機会に、改めて、私たちの生活と税の役割について考えてみませんか。

　なお、「税を考える週間」の期間中の催しについては、各税務署にお問い合わせください。

〔県税・市町村税インフォメーション〕

　　https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/top.html

〔国税庁の取組紹介〕

　　https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/week/index.htm 

◆ 県税務課からのお知らせ ◆

変
化
し
て
い
る
。
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
価
格
高
騰
を
契
機
に
消
費
者
物
価
も
上
昇

し
、
デ
フ
レ
期
か
ら
イ
ン
フ
レ
期
へ
の
転
換

期
に
突
入
す
る
な
ど
国
民
生
活
や
産
業
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　特
に
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
深
刻
化

す
る
人
手
不
足
や
継
続
的
な
賃
上
げ
等
に
よ

り
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
今
後
、
本
格

化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
経
済
の
先
行
き
を
不

透
明
に
し
て
い
る
。

　地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
は
、
日
本
経
済
の
礎
で
も
あ
る
。
そ
の

中
小
企
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
税
財
政
上
の
き
め
細
か
な
支
援
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
人
会
は
「
中
小

企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
」
、「
事

業
承
継
税
制
の
拡
充
」
等
を
中
心
と
す
る

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上
に
努
め
て

き
た
法
人
会
は
、
全
国
の
会
員
企
業
の
総
意

と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

県税・市町村税
インフォメーション

国税庁の取組紹介

　
続
い
て
、
各
種
表
彰
制
度
表
彰
会
の
紹
介
・
代

表
県
連
へ
の
表
彰
状
授
与
、
令
和
８
年
度
の
税
制

改
正
提
言
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
税
制
改
正
提
言

で
は
、「
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」
と
し
て
、

財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
、
行
政
改
革
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

「
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」
と
し
て
、
中

小
企
業
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
、
事
業
承
継

税
制
の
拡
充
、
消
費
税
へ
の
対
応
、
こ
の
ほ
か

「
地
方
の
あ
り
方
」「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」
な

ど
に
つ
い
て
の
提
言
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
立
川
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教

育
活
動
報
告
、
世
田
谷
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る

健
康
経
営
活
動
報
告
の
後
、
税
制
改
正
提
言
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
会
は
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新

阪
急
高
知
に
会
場
を
移
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
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　「自主点検チェックシート」は社内体制のほか、貸借関係や損益関係等に分かれ、
全部で84の点検項目があります。また、企業規模や業種に関わりなく企業のガバナ
ンス確保に必要な基本事項を42 項目選定した「入門編」もあります。

　
７
月
８
日
（
火
）
、

ホ
テ
ル
青
森
に

お
い
て
令
和
７

年
度
報
告
会
を

開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青

森
税
務
署
幹
部
、

県
連
会
長
、
福

利
厚
生
制
度
協

力
会
社
３
社
、

県
内
女
性
部
会
の
役
員
・
部
会
員
な
ど

合
せ
て
65
名
が
出
席
し
た
。

 

報
告
会
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
を
開

催
し
、
元
青
森
警
察
署
長
・
前
青
森
県

警
察
本
部
生
活
安
全
部
長
の
工
藤
昭
幸

氏
が
「
特
殊
詐
欺
な
ど
最
近
の
犯
罪
に

関
す
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
、
ギ
タ
ー
や
三
味

線
を
弾
き
な
が
ら
、
詐
欺
の
手
口
や
防
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����������
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９
月
30
日
（
火
）
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お

い
て
、
県
連
会
長
杯
争
奪
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

た
。
当
日
は
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
県
連 

林
会
長

を
始
め
県
内
か
ら
42
名

が
参
加
し
団
体
戦
と
個

人
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
結
果
、
団
体
戦
は

八
戸
法
人
会
、
個
人
戦

は
上
野
衆
氏
（
八
戸
）
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

県
内
税
務
署
の
人
事
異
動

【
団
体
戦
】

優

　勝
　
八
戸
法
人
会

準
優
勝
　
青
森
法
人
会

３

　位

　む
つ
法
人
会

【
個
人
戦
】

優

　勝
　
上
野
　
衆
　

　
　
　
　（
八
戸
）

準
優
勝

　工
藤
　
春
奈

　
　
　
　（
八
戸
）

第
３
位
　
小
枝
　
花
奈

　
　
　
　（
青
森
）

　
９
月
５
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お

い
て
今
年
度
第
１
回
目
の
県
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
吉
平
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全

法
連
令
和
７
年
度
第
１
回
厚
生
委
員
会

の
報
告
、
県
内
に
お
け
る
福
利
厚
生
制

度
推
進
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
全
法
連
表
彰
制
度
に

お
い
て
、
県
連
は
、「
対
前
年
度
保
険

料
収
入
の
大
型
保
障
制
度
」
と
「
保
険

料
収
入
長
期
間
維
持
」
の
２
部
門
が
目

標
を
達
成
、
単
位
会
で
は
弘
前
法
人

会
、
黒
石
法
人
会
、
青
森
法
人
会
が
累

積
保
険
料
の
目
標
を
達
成
し
た
。

　
ま
た
、
全
法
連
恒
常
表
彰
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
100
の
推
進
状
況
、
５
月
～
７
月
に

県
内
統
一
事
業
と
し
て
行
っ
た
福
利
厚

生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
厚
生
制
度

表
彰
副
賞
の
配
分
、
会
員
増
強
施
策
の

　
９
月
11
日
（
木
）
、
青
森

法
人
会
女
性
部
会
の
担
当

に
よ
り
第
25
回
研
修
交
流

会
を
開
催
し
た
。
県
内
か

ら
61
名
が
参
加
し
、
青
森

県
立
美
術
館
に
て
奈
良
美

智
や
棟
方
志
功
の
作
品
な

ど
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、

結
婚
式
場
の
フ
レ
ア
ー
ジ
ュ

ス
ウ
ィ
ー
ト
に
会
場
を
移

し
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
作

家
の
三
浦
麻
里
奈
さ
ん
を

講
師
に
、「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

ボ
ー
ル
ペ
ン
」
の
製
作
体

験
を
行
っ
た
。
最
後
は
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら

県
内
女
性
部
会
員
が
交
流

を
図
っ
た
。

　
今
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
以
下
の
と

お
り
就
任
し
た（
敬
称
略
）

【
青
森
税
務
署
】

署
　
　
長 

佐
々
木
克
寛
（
札
幌
審
判
所
部
長
審
判
官
）

筆
頭
副
署
長
　
鈴
木
　
昭
仁
（
東
京
局
査
察
部
統
括
査
察
官
）

【
弘
前
税
務
署
】

署
　
　
長 

鈴
木
　
　
洋
（
仙
台
審
判
所
管
理
課
長
）

【
八
戸
税
務
署
】

署
　
　
長 

加
藤
　
史
禎（
相
馬
署
長
）

【
黒
石
税
務
署
】

署
　
　
長 

中
村
　
公
和
（
札
幌
局
課
税
部
酒
類
業
調
整
官
）

【
五
所
川
原
税
務
署
】

署
　
　
長 

勝
然
　
義
徳
（
東
京
局
総
務
部
主
任
相
談
官
）

【
十
和
田
税
務
署
】

署
　
　
長 

赤
坂
　
智
仙
（
仙
台
局
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
）

【
む
つ
税
務
署
】

署
　
　
長 

三
浦
　
雅
人
（
秋
田
南
署
筆
頭
副
署
長
）

青年部会連絡協議会青年部会連絡協議会
報告会開催

報
告
会
開
催

現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
福
利
厚
生
制
度
３
社
か
ら

令
和
７
年
度
の
各
社
の
取
り
組
み
方
針

お
よ
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　
８
月
22
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お

い
て
今
年
度
第
２
回
目
の
県
組
織
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
石
橋
信
雄
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全

法
連
令
和
７
年
度
第
一
回
組
織
委
員
会

の
報
告
で
は
、
全
国
の
会
員
数
の
現
状

や
会
員
増
強
支
援
策
、
会
員
増
強
表
彰

会
に
お
け
る
勧
奨
事
例
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
「
新
規
入
会

数
」
施
策
に
お
い
て
目
標
を
達
成
し
獲

得
し
た
副
賞
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
続
い
て
、
県
内
の
会
員
数
の
状

況
、
各
単
位
会
に
お
け
る
会
員
拡
大
活

動
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
は
予
想
外
に
退
会
が
多
く
、

４
月
の
組
織
委
員
会
で
決
定
し
た
「
県

連
全
体
で
純
増
１
社
以
上
」
の
達
成
は

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
が
、「
新

規
入
会
数
」
に
つ
い
て
は
、
役
員
、
下

部
組
織
、
福
利
厚
生
制
度
３
社
と
の
連

携
を
強
化
し
、
２
年
連
続
達
成
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
。

組
織
委
員
会

厚
生
委
員
会

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム 

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ

研
修
交
流
会
開
催

研
修
交
流
会
開
催

　
７
月
８
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い

て
令
和
７
年
度
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青
森
税
務
署
幹
部
、
県
連
　
林

会
長
、
福
利
厚
生
制
度
協
力
会
社
３
社
、
県

内
青
年
部
会
員
合
せ
て
46
名
が
出
席
し
た
。

　
佐
藤
一
尚
会
長
か
ら
の
挨
拶
、
来
賓
紹
介

に
続
き
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支

決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

 

な
お
、
令
和
７
年
度
・
８
年
度
の
会
長
に

八
戸
法
人
会
青
年
部
会
長
の
加
藤
範
尚
氏

（
エ
ス
テ
ィ
イ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
が

就
任
し
た
。

　
そ
の
後
、
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
賑
や
か
に
懇
親
会
を
行
っ
た
。

全国女性フォーラム

　　　　北海道大会に参加

全国女性フォーラム

　　　　北海道大会に参加

止
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
講
話

し
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
会
を
挟
み
報
告
会

を
行
い
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
・
８
年
度
の

会
長
に
上
十

三
法
人
会
女

性
部
会
長
の
羽

賀
志
保
子
氏

（
㈱
中
綱
組
専

務
取
締
役
）
が

就
任
し
た
。

　
最
後
に
ご
来

賓
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
終

了
し
た
。

　
９
月
18
日
（
木
）
、
札
幌
市
に
お
い
て
「
法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
自
然
と
女
性
の
活
力
で
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海

道
。～
明
日
を
つ
な
ご
う
！
未
来
を
つ
な
ご
う
！
～
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
１
、
６
０
０
名
が

参
加
し
た
。

　
当
日
の
午
前
中
は
各
県
女
連
協
会
長
等
に
よ
る

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、「
魅
力
あ
る
女
性
部
会

に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
部
会
員
の

増
員
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

　
午
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
一
部
が
、
㈱
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー
代
表
取
締
役
の
伊

藤
亜
由
美
氏
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
～
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
記
念
講
演
、
そ
の

後
、
第
二
部
の
式
典
に
続
い
て
第
三
部
の
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

　
本
県
か
ら
は
県
女
連
協
　
羽
賀
志
保
子
会
長

（
上
十
三
）
は
じ
め
14
名
が
参
加
し
た
。

自主点検チェックシートをご活用ください！
　企業を成長させるためには、売上を増やし利益を上げることはもちろんですが、内部統
制面の強化や経理面の質を向上させることも重要な要素です。「入出金が適切に管理される
ようになる」「内部の不正行為を未然に防止できる」など結果的に企業の成長にもつながる
ことが期待できます。
　法人会では、こうした「自主点検」を簡単にできるようにするため、「自主点検チェック
シート（国税庁後援）」を作成しています。企業の皆様、自社の成長・税務リスクの軽減の
ために、ぜひご活用ください。

　点検結果が「×」であった項目については、その内容を「点検結果記入表」に記入し、
代表者に報告します。代表者は点検結果に基づき、今後の改善方針を決めます。
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　「自主点検チェックシート」は社内体制のほか、貸借関係や損益関係等に分かれ、
全部で84の点検項目があります。また、企業規模や業種に関わりなく企業のガバナ
ンス確保に必要な基本事項を42 項目選定した「入門編」もあります。

　
７
月
８
日
（
火
）
、

ホ
テ
ル
青
森
に

お
い
て
令
和
７

年
度
報
告
会
を

開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青

森
税
務
署
幹
部
、

県
連
会
長
、
福

利
厚
生
制
度
協

力
会
社
３
社
、

県
内
女
性
部
会
の
役
員
・
部
会
員
な
ど

合
せ
て
65
名
が
出
席
し
た
。

 

報
告
会
に
先
立
ち
記
念
講
演
会
を
開

催
し
、
元
青
森
警
察
署
長
・
前
青
森
県

警
察
本
部
生
活
安
全
部
長
の
工
藤
昭
幸

氏
が
「
特
殊
詐
欺
な
ど
最
近
の
犯
罪
に

関
す
る
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
を
行
い
、
ギ
タ
ー
や
三
味

線
を
弾
き
な
が
ら
、
詐
欺
の
手
口
や
防
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９
月
30
日
（
火
）
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
に
お

い
て
、
県
連
会
長
杯
争
奪
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

た
。
当
日
は
好
天
に
も

恵
ま
れ
、
県
連 

林
会
長

を
始
め
県
内
か
ら
42
名

が
参
加
し
団
体
戦
と
個

人
戦
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
結
果
、
団
体
戦
は

八
戸
法
人
会
、
個
人
戦

は
上
野
衆
氏
（
八
戸
）
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
た
。

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

県
連
会
長
杯
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

女
性
部
会
連
絡
協
議
会

県
内
税
務
署
の
人
事
異
動

【
団
体
戦
】

優

　勝
　
八
戸
法
人
会

準
優
勝
　
青
森
法
人
会

３

　位

　む
つ
法
人
会

【
個
人
戦
】

優

　勝
　
上
野
　
衆
　

　
　
　
　（
八
戸
）

準
優
勝

　工
藤
　
春
奈

　
　
　
　（
八
戸
）

第
３
位
　
小
枝
　
花
奈

　
　
　
　（
青
森
）

　
９
月
５
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お

い
て
今
年
度
第
１
回
目
の
県
厚
生
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
阿
部
吉
平
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全

法
連
令
和
７
年
度
第
１
回
厚
生
委
員
会

の
報
告
、
県
内
に
お
け
る
福
利
厚
生
制

度
推
進
状
況
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
説

明
し
た
。

　
令
和
６
年
度
の
全
法
連
表
彰
制
度
に

お
い
て
、
県
連
は
、「
対
前
年
度
保
険

料
収
入
の
大
型
保
障
制
度
」
と
「
保
険

料
収
入
長
期
間
維
持
」
の
２
部
門
が
目

標
を
達
成
、
単
位
会
で
は
弘
前
法
人

会
、
黒
石
法
人
会
、
青
森
法
人
会
が
累

積
保
険
料
の
目
標
を
達
成
し
た
。

　
ま
た
、
全
法
連
恒
常
表
彰
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
100
の
推
進
状
況
、
５
月
～
７
月
に

県
内
統
一
事
業
と
し
て
行
っ
た
福
利
厚

生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
、
厚
生
制
度

表
彰
副
賞
の
配
分
、
会
員
増
強
施
策
の

　
９
月
11
日
（
木
）
、
青
森

法
人
会
女
性
部
会
の
担
当

に
よ
り
第
25
回
研
修
交
流

会
を
開
催
し
た
。
県
内
か

ら
61
名
が
参
加
し
、
青
森

県
立
美
術
館
に
て
奈
良
美

智
や
棟
方
志
功
の
作
品
な

ど
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、

結
婚
式
場
の
フ
レ
ア
ー
ジ
ュ

ス
ウ
ィ
ー
ト
に
会
場
を
移

し
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
作

家
の
三
浦
麻
里
奈
さ
ん
を

講
師
に
、「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

ボ
ー
ル
ペ
ン
」
の
製
作
体

験
を
行
っ
た
。
最
後
は
ラ

ン
チ
を
い
た
だ
き
な
が
ら

県
内
女
性
部
会
員
が
交
流

を
図
っ
た
。

　
今
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
以
下
の
と

お
り
就
任
し
た（
敬
称
略
）

【
青
森
税
務
署
】

署
　
　
長 

佐
々
木
克
寛
（
札
幌
審
判
所
部
長
審
判
官
）

筆
頭
副
署
長
　
鈴
木
　
昭
仁
（
東
京
局
査
察
部
統
括
査
察
官
）

【
弘
前
税
務
署
】

署
　
　
長 

鈴
木
　
　
洋
（
仙
台
審
判
所
管
理
課
長
）

【
八
戸
税
務
署
】

署
　
　
長 

加
藤
　
史
禎（
相
馬
署
長
）

【
黒
石
税
務
署
】

署
　
　
長 

中
村
　
公
和
（
札
幌
局
課
税
部
酒
類
業
調
整
官
）

【
五
所
川
原
税
務
署
】

署
　
　
長 

勝
然
　
義
徳
（
東
京
局
総
務
部
主
任
相
談
官
）

【
十
和
田
税
務
署
】

署
　
　
長 

赤
坂
　
智
仙
（
仙
台
局
総
務
部
情
報
シ
ス
テ
ム
課
長
）

【
む
つ
税
務
署
】

署
　
　
長 

三
浦
　
雅
人
（
秋
田
南
署
筆
頭
副
署
長
）

青年部会連絡協議会青年部会連絡協議会
報告会開催

報
告
会
開
催

現
状
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
続
い
て
、
福
利
厚
生
制
度
３
社
か
ら

令
和
７
年
度
の
各
社
の
取
り
組
み
方
針

お
よ
び
進
捗
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

　
８
月
22
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お

い
て
今
年
度
第
２
回
目
の
県
組
織
委
員

会
を
開
催
し
た
。

　
石
橋
信
雄
委
員
長
の
挨
拶
の
後
、
全

法
連
令
和
７
年
度
第
一
回
組
織
委
員
会

の
報
告
で
は
、
全
国
の
会
員
数
の
現
状

や
会
員
増
強
支
援
策
、
会
員
増
強
表
彰

会
に
お
け
る
勧
奨
事
例
な
ど
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
「
新
規
入
会

数
」
施
策
に
お
い
て
目
標
を
達
成
し
獲

得
し
た
副
賞
の
配
分
に
つ
い
て
協
議
し

た
。
続
い
て
、
県
内
の
会
員
数
の
状

況
、
各
単
位
会
に
お
け
る
会
員
拡
大
活

動
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
今
年
度
は
予
想
外
に
退
会
が
多
く
、

４
月
の
組
織
委
員
会
で
決
定
し
た
「
県

連
全
体
で
純
増
１
社
以
上
」
の
達
成
は

難
し
い
状
況
と
な
っ
て
き
た
が
、「
新

規
入
会
数
」
に
つ
い
て
は
、
役
員
、
下

部
組
織
、
福
利
厚
生
制
度
３
社
と
の
連

携
を
強
化
し
、
２
年
連
続
達
成
を
目
指

す
こ
と
と
し
た
。

組
織
委
員
会

厚
生
委
員
会

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
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修
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７
月
８
日
（
火
）
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い

て
令
和
７
年
度
報
告
会
を
開
催
し
た
。

　
ご
来
賓
の
青
森
税
務
署
幹
部
、
県
連
　
林

会
長
、
福
利
厚
生
制
度
協
力
会
社
３
社
、
県

内
青
年
部
会
員
合
せ
て
46
名
が
出
席
し
た
。

　
佐
藤
一
尚
会
長
か
ら
の
挨
拶
、
来
賓
紹
介

に
続
き
、
令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支

決
算
、
令
和
７
年
度
事
業
計
画
と
収
支
予
算
、

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

 

な
お
、
令
和
７
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度
・
８
年
度
の
会
長
に

八
戸
法
人
会
青
年
部
会
長
の
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藤
範
尚
氏

（
エ
ス
テ
ィ
イ
ー
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）
が

就
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た
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そ
の
後
、
ご
来
賓
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
最
後
は
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や
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に
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会
を
行
っ
た
。
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止
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
講
話

し
た
。

　
そ
の
後
、
昼
食
会
を
挟
み
報
告
会

を
行
い
、
令
和
６
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
、
令
和
６
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
な
お
、
令
和
７
年
度
・
８
年
度
の

会
長
に
上
十

三
法
人
会
女

性
部
会
長
の
羽

賀
志
保
子
氏

（
㈱
中
綱
組
専

務
取
締
役
）
が

就
任
し
た
。

　
最
後
に
ご
来

賓
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
終

了
し
た
。

　
９
月
18
日
（
木
）
、
札
幌
市
に
お
い
て
「
法
人
会

全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
自
然
と
女
性
の
活
力
で
　
笑
顔
い
っ
ぱ
い
北
海

道
。～
明
日
を
つ
な
ご
う
！
未
来
を
つ
な
ご
う
！
～
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
１
、
６
０
０
名
が

参
加
し
た
。

　
当
日
の
午
前
中
は
各
県
女
連
協
会
長
等
に
よ
る

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、「
魅
力
あ
る
女
性
部
会

に
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
女
性
部
会
員
の

増
員
、
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。

　
午
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
第
一
部
が
、
㈱
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー
代
表
取
締
役
の
伊

藤
亜
由
美
氏
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
～
北
海
道
に
お
け
る
人
づ
く
り
・
モ
ノ
づ
く

り
・
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
記
念
講
演
、
そ
の

後
、
第
二
部
の
式
典
に
続
い
て
第
三
部
の
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

　
本
県
か
ら
は
県
女
連
協
　
羽
賀
志
保
子
会
長

（
上
十
三
）
は
じ
め
14
名
が
参
加
し
た
。

自主点検チェックシートをご活用ください！
　企業を成長させるためには、売上を増やし利益を上げることはもちろんですが、内部統
制面の強化や経理面の質を向上させることも重要な要素です。「入出金が適切に管理される
ようになる」「内部の不正行為を未然に防止できる」など結果的に企業の成長にもつながる
ことが期待できます。
　法人会では、こうした「自主点検」を簡単にできるようにするため、「自主点検チェック
シート（国税庁後援）」を作成しています。企業の皆様、自社の成長・税務リスクの軽減の
ために、ぜひご活用ください。

　点検結果が「×」であった項目については、その内容を「点検結果記入表」に記入し、
代表者に報告します。代表者は点検結果に基づき、今後の改善方針を決めます。

第199号〔3〕令和７年11月１日 県法連広報　み　ち　の　く 令和７年11月１日〔2〕第199号 県法連広報　み　ち　の　く
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「税を考える週間」について
11月11日から17日までの一週間は、「税を考える週間」です。

令和７年11月１日〔4〕第199号

　
令
和
７
年
10
月
16
日
（
木
）
、
高
知
市
の
高
知

県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
の
法
人

会
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。
青
森
県
連
か
ら
は
10

名
が
参
加
し
た
。

　
ウ
ェ
ル
カ
ム
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
よ
さ
こ
い
演

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
第
一
部
は
、
元

ロ
ー
ソ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
社
長
で
、（
一
社
）
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
協
会
名
誉
顧
問
の
都
築
富

士
男
氏
に
よ
る
「
変
化
の
時
代
の
経
営
、
危
機
を

チ
ャ
ン
ス
に
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
は
、
式
典
が
行
わ
れ
、
高
知
県
連 

山
元

文
明
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
、
全
法
連 

斎
藤
　
保

会
長
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、
国
税
庁 

江
島
一
彦

長
官
、
そ
の
他
来
賓
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

法
人
会
全
国
大
会

第
41
回

　わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」
と
し
て
、

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
や
「
租
税
教

育
」
、
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上

に
資
す
る
「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

の
普
及
な
ど
、
税
を
中
心
と
す
る
活
動
を
全

国
で
積
極
的
に
展
開
し
、
広
く
社
会
へ
貢
献

し
て
い
る
。

　我
が
国
の
財
政
は
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
緊
急

対
応
で
政
府
が
大
規
模
な
財
政
出
動
に
踏
み

切
っ
た
こ
と
か
ら
、
長
期
債
務
残
高
が

１
，
３
０
０
兆
円
を
超
え
る
な
ど
、
さ
ら
に
悪

化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　昨
年
、
日
本
銀
行
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

を
解
除
し
、「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し

た
が
、
今
後
も
金
利
の
上
昇
が
続
け
ば
、
国

債
の
利
払
い
費
も
増
え
て
財
政
を
圧
迫
し
か

ね
な
い
。
財
政
健
全
化
は
国
家
的
課
題
で
あ

り
、
本
格
的
な
歳
出
・
歳
入
の
一
体
的
改
革

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　一
方
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
急
速
に

大 

会 

宣 

言

―

高

知

大

会―

　これは、租税の意義や役割を考え、税務行政に対する知識と理解を深めていただくための取組で、毎年こ

の期間中は、国税局や税務署を中心として、関係民間団体等が連携しながら、税に関する作文の発表などが

行われます。

　「税を考える週間」の歴史は古く、昭和29年の「納税者の声を聞く月間」から始まり、何度かの見直しと改

称を経て、平成16年から現在の名称になっています。

　国税庁ホームページには、「これからの社会に向かって」をテーマとした特設ページが設けられ、国税庁の

各種取組について紹介されています。

　税は、私たちの生活に欠かすことのできない道路、上下水道などのインフラ整備、警察・消防、教育、社

会保障などの充実した公共サービスを行うための大切な財源です。

　また、大雨や地震などの自然災害で被災した施設などの復旧にも税が使われています。

　この機会に、改めて、私たちの生活と税の役割について考えてみませんか。

　なお、「税を考える週間」の期間中の催しについては、各税務署にお問い合わせください。

〔県税・市町村税インフォメーション〕

　　https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/zaimu/zeimu/top.html

〔国税庁の取組紹介〕

　　https://www.nta.go.jp/about/introduction/torikumi/week/index.htm 

◆ 県税務課からのお知らせ ◆

変
化
し
て
い
る
。
食
料
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

の
価
格
高
騰
を
契
機
に
消
費
者
物
価
も
上
昇

し
、
デ
フ
レ
期
か
ら
イ
ン
フ
レ
期
へ
の
転
換

期
に
突
入
す
る
な
ど
国
民
生
活
や
産
業
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　特
に
、
中
小
企
業
の
経
営
環
境
は
深
刻
化

す
る
人
手
不
足
や
継
続
的
な
賃
上
げ
等
に
よ

り
、
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
米

国
の
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
今
後
、
本
格

化
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
経
済
の
先
行
き
を
不

透
明
に
し
て
い
る
。

　地
域
経
済
や
雇
用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小

企
業
は
、
日
本
経
済
の
礎
で
も
あ
る
。
そ
の

中
小
企
業
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
税
財
政
上
の
き
め
細
か
な
支
援
が
不
可

欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
法
人
会
は
「
中
小

企
業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
」
、「
事

業
承
継
税
制
の
拡
充
」
等
を
中
心
と
す
る

「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
の
実
現
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
向
上
に
努
め
て

き
た
法
人
会
は
、
全
国
の
会
員
企
業
の
総
意

と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

県税・市町村税
インフォメーション

国税庁の取組紹介

　
続
い
て
、
各
種
表
彰
制
度
表
彰
会
の
紹
介
・
代

表
県
連
へ
の
表
彰
状
授
与
、
令
和
８
年
度
の
税
制

改
正
提
言
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。
税
制
改
正
提
言

で
は
、「
税
・
財
政
改
革
の
あ
り
方
」
と
し
て
、

財
政
健
全
化
、
社
会
保
障
制
度
、
行
政
改
革
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
、

「
経
済
活
性
化
と
中
小
企
業
対
策
」
と
し
て
、
中

小
企
業
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
、
事
業
承
継

税
制
の
拡
充
、
消
費
税
へ
の
対
応
、
こ
の
ほ
か

「
地
方
の
あ
り
方
」「
自
然
災
害
へ
の
対
応
」
な

ど
に
つ
い
て
の
提
言
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
立
川
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教

育
活
動
報
告
、
世
田
谷
法
人
会
青
年
部
会
に
よ
る

健
康
経
営
活
動
報
告
の
後
、
税
制
改
正
提
言
内
容

を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
が
行
わ
れ
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
会
は
ザ 

ク
ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新

阪
急
高
知
に
会
場
を
移
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

県法連広報　み　ち　の　く〔1〕

法人会の理念

法人会は税のオピニオンリーダーとして

企業の発展を支援し

地域の振興に寄与し

国と社会の繁栄に貢献する

経営者の団体である
199号
令和７年11月1日
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